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　タンパクやＤＮＡなどに代表される生体分子は一
次構造に刻まれた分子プログラムをもとに、高度制
御された高次構造を自発的に形成し、触媒機能・認
識機能・情報伝達機能といった生命活動に必要な
様々な機能を担っている。一方、人工系では、古く
からはミセルやベシクルなどの自発系が検討されて
いるが、これらの集合体はあくまでも構造的に不明
確な会合体にすぎない。これに対して、本グループ
では小さな分子モジュールを設計し、「モジュールの
配列制御」を通じて、「高度に制御されたナノメート
ルスケールの構造体」を一義的に構築することによ
り、単一分子ユニットには見られない特異な機能を
開拓することを目指している。すなわち、分子ビル
ディングブロックに化学的プログラムを埋め込み、
人工分子があたかも生体分子のように振る舞い、ね
らいとするナノサイズ領域の構造体を容易かつ化学
量論的に作り出すという戦略である。「分子デザイン・
プログラムに基づく構造体構築・機能発現」という
生体分子系にインスパイアした本アプローチはこれ
までに化学的にも物理的にもアプローチが困難な「複
数の機能の高度・自在な集積化」を可能にし、Lab-
on-a-Tip の実現に有効な新しい方法論を提供するも
のである。さらに、本研究は高密度記録デバイスを
はじめ、新規な人工光合成デバイスやスピントロニ
クス、生体分子のセンシングデバイスなどの創出に
も繋がり、学際的な研究展開が多く秘められている。
　具体的に、次世代のナノデバイスに期待される重
要な機能である「光」、「励起子」、「スピン」などを
中心に、分子モジュールを合理設計し、多彩なナノ
構造体の構築と特異な機能の開拓を目指している。

①プログラム分子を用いて光捕集機能を有する新規
な有機ナノ構造体を合成し、長距離かつ効率的な光
誘起エネルギー移動や電子移動を実現するととも
に、新しい人工光合成反応系の構築を目指している。
②プログラム分子を用いて新規な集積型金属錯体を
合成し、光照射によるスピンの転移や集合体におけ
る光誘起「ドミノ効果」の実現を目指している。さ
らに、集積型金属錯体を高度に配列することを視野
に入れ、新規な薄膜高密度記録媒体としての可能性
を検討する。③「スピントロニクス（電子スピンの
制御・マニピュレイション・利用）」領域において、
これまでの例はほとんど無機磁性半導体に限られて
いる。これに対して、本研究では、プログラム分子
で構築した有機ナノ構造体を用い、「有機スピントロ
ニクス」という前人未踏の科学分野の創出を最重要
ミッションの一つとしている。
　私たちのグループは合成をベースとした研究室で
あり、「モノづくり」そして「新しい領域の開拓」に
意欲のある学生諸君を大いに歓迎する！　化学は物
質を対象とするサイエンスで、材料を分子レベルで
設計できる唯一の学問である。我々の「化学スタジ
アム」で一緒に「新しいナノ」を「創造すること」
に挑み、思い切りプレーを楽しみませんか。
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